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◇◇◇◇◇◇「取り残されない」取り組みへ ２月の校長講話より ◇◇◇◇◇◇ 

 立春が過ぎてからの大雪となりました。昨日は 10時の登校となりま 

したが、皆さんも家で雪かきの手伝いをしたのではないでしょうか。 

1年生による新入生説明会も行われました。先輩としての一つの役目 

が終わりましたね。 

貧困、紛争、気候変動、感染症。私達は、これまでになかったよう 

な数多くの課題に直面しています。このままでは、人類が安定してこ 

の世界で暮らし続けることができなくなるという危機感から、世界中 

のさまざまな立場の人々が話し合い、課題を整理し、解決方法を考え、 

2030年までに達成すべき具体的な目標を立てました。SDGs。皆さんも 

よく知っている目標ですね。ここ数年、マスコミでも多く取り上げら 

れるようになってきました。 

気候変動。大きな課題ですね。気温の上昇から海面の氷が減り、シ 

ロクマの生存が難しくなってきています。ペンギンの生息地も雪や氷 

が溶けてしまっています。南極です。卵が水没してしまい、ペンギン 

の生息数が激減しています。北極圏のトナカイです。雪から雨に変わ 

り、食料の調達が難しくなってきています。気候変動。主には温暖化 

ですが、2019年の世界中の気温が、10年前までの気温と比較してどう 

なっているのかということを色で表した図です。北極、南極、南アフ 

リカ等、かなり上昇している地域があります。地面が干上がってしま 

っている所もあります。 

気温の上昇により、山火事も頻発しています。ここ数年、アメリカ 

で、そしてオーストラリアで大きな山火事がありました。人間の命も 

失われましたが、多くの野生動物の命も失われました。救助されたコ 

アラのニュースは全世界に配信されましたので、皆さんもこの画像を 

見たことがあるかもしれませんね。火傷をしてしまったコアラの画像 

も日本に届きました。気候変動、温暖化はこのままでいくといくら対 

策をとっても 2度は上がってしまうと言われています。何も対策を取 

らなければ、4度上昇すると言われています。この夏は暑かったです 

ね。東京の気温ですが、100年前と比較してみました。100年前の 8月 

の平均気温は 27.2℃。この夏は 29.2℃。年平均が 100年前は 14.2℃。 

この 12月までの 1年間は 17.6℃。3.4℃も上がっているんですね。こ 

れから先、人間が生活することができるのでしょうか。考えただけで 

も恐ろしいですね。気候変動の主な原因として、二酸化炭素濃度の上 

昇と考えられています。森林破壊が進んでいることもその一因とされ 

ていることは、皆さんもよく知っていることかと思います。 

これは何を運んでいるか分かりますか。アフリカのエチオピアとい 

う国での光景です。運んでいるのは女性か子どもです。木を伐採して、 

家庭の調理で使うまきを運んでいるのです。エチオピアでは調理に関 

わることは全て女性・子どもの仕事となっています。まきを運ぶのも、水を運ぶのも全て女性・子どもの

仕事です。自分の家から片道 2時間、歩いてまきを買いに来ます。往復 4時間歩かないと、森林がないの

です。歩いて 2時間といいますと、ここから須坂駅を越えたあたりまででしょうか。そんな場所がここだ

けではありません。至る所で森林は破壊されています。エチオピアの首都、アジスアベバ周辺です。もう



森林がほんの少ししか残されていません。でも、まきがなければ生活 

できません。食事を作ることができません。まきは生きていくために、 

なくてはならないものなのです。エチオピアでは家の中でまきを炊い 

て調理をします。家の中は煙が充満し、この煙が原因で毎年多くの方 

が亡くなっているんです。マラリアなどの感染症が原因で命を落とし 

てしまう方の数よりも多くの方が、調理の際の煙が原因で亡くなって 

いるという現実があります。でも、ガスなどの器具は高価で購入でき 

ない。貧困が原因で、尊い命が失われています。でも生きていくため 

に、木の伐採もやめることができない。難しい問題です。 

この人の命、人権を守る。私たちが生きていく環境を守る。この両 

方を一緒に考えていこうと採択されたのが、SDGsです。8年前までは、 

この二つが別々に考えられていました。別々に考えていても解決でき 

ないといった反省から、SDGs17の目標を作り、人権と環境と共に考え、 

地球上で「誰一人取り残さない」ための活動となりました。17の目標。 

皆さんもよく知っているものですね。 

実は、この 17の社会の課題に対する目標の中から、全社員に「自分 

はどれに取り組んで、2030年、6年後の世界を変えていくんだ」と取 

り組ませている企業があります。今までは、企業の利益の中から、こ 

のような社会の課題に投資しようという考えでしたが、今は企業の活 

動自体が SDGsと変わってきています。みなさんも買い物に行ったこと 

があるかもしれませんね。 

東中学校の生徒会もそうでした。全ての委員会で SDGｓ活動を念頭 

に置いて活動してきましたね。あるコンビニの経営計画ですが、ここ 

でも SDGsの理念を取り入れて、計画書が作られています。SDGｓがス 

タートして半分ほどが終了しました。2030年、この世の中はどう変わ 

っているのか。「誰一人取り残さない」世の中になっているでしょう 

か。それは私たちの今後の生き方が決めていきます。ただ、校長先生 

は、この「誰一人取り残さない」という言葉に少し疑問を感じていま 

す。何か上から目線で、やってあげると、というニュアンスを感じて 

しまうんです。ここに一文字入れたらどうでしょうか。「誰一人取り 

残されない」。ぐっと言葉が身近になるような気がします。昔別れた 

友達、今は元気にしてるかな。遠くに暮らしているおじいさん、おば 

あさん、元気かな。以前にオンラインでつながった海外の人たち。今 

はどうしているかな。そんな思いが湧いてくると思います。 

先程の写真ですが、数年前に山林火災から救助されたコアラ。何だ 

か私たちに向かって「人間よ。この地球を何とかしてくれよ」と問い 

かけているように感じます。皆さんはどう感じるでしょうか。以上に 

なりますが、もう春はそこまで来ています。三学期のまとめ、一年間 

のまとめの時期となります。 

◇◇◇保護者の皆様へ（お願い・お知らせ）◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇    

○寒い日が続いていきます。引き続き、感染症予防、対策へのご協力をお願いします。 

○次号より、学校評価アンケート、生徒の授業・生活アンケートの集計とまとめを 

掲載していく予定です。 

【生徒の感想より】 

○今まで SDGs を達成するためにはただ木を伐採したりするのをやめればよいと思っていたが、木を伐採し

なければ生きられない人たちもいることが分かり、悲しくなった。これからは貧困問題も解決しなければ

いけないと思った。 

○SDGsの 1つの項目を重視すると他の項目にとって悪影響が出てしまうので、両立が難しいと思った。世界

がもっと SDGsに興味を持ち、誰一人残されないように自分から行動していきたい。 


